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◆会長挨拶（野澤誠治 会長） 

皆様 こんばんは。 

世の中も変わりつつある様です。これまでの常識ですと奥能登

の方では、若者が減り仕事がないというのが、ここ 40～50 年

程の話でしたが、今は少し変化がでているようです。ネット社

会の中で仕事も買い物も全てが出来る今、若者が珠洲に移住し

はじめているそうです。羽咋市の柴垣町、柴垣海岸の町でも大

変多くの若者が移住をされており、空家が多くあったのですが、

最近では入居している家が多いそうです。 

羽咋ロータリーさんも、今年に入って 1名増員されております

し、このような現状が数字に現れているのでしょうか？ 

我がクラブも 4名増員を掲げて頑張っています。皆様、どうか

お力添えをお願いいたします。 

本日もよろしくお願いいたします。 

 

◆お客様の紹介 

(有)ヘルパーステーション愛  

介護福祉士 薮下 佳代（やぶした かよ）様  

 

 

 

 

 

 

◆幹事報告（藤本和久 幹事） 
10/2 ガバナー事務所 

国際ロータリー日本事務局経理

室より 2020年 10月 RIレートの

お知らせが届く。2020年 10月

のロータリーレートは 

１ドル＝105円です。 

10/5 国際ロータリー日本事務局 

事務所再開のお知らせが届く。東京都が 2020年 9月 10日

（木）に新型コロナウイルスの感染状況を「感染の再拡大に

警戒が必要であると思われる(警戒度 4段階中レベル 3)」へ

引き下げたことを考慮し、10月 5日(月)より段階的にスタッ

フの事務所勤務を再開致します。 

10/8 国際ロータリー日本事務局 

My ROTARYのリニューアルに伴う修正中の問題についての 

ご案内が届く。 

 

◆プログラム  卓話 

㈲ヘルパーステーション愛 介護福祉士 薮下 佳代様 

演 題 『あなたの周りの敏感すぎる子どもたち、 

もしかしたら HSCかも 』 



 

 

 

 

 

 

◆出席報告(西田直樹 委員長) 

● 出席率：   73.53％    

● 出席者：  25名 /34名 

● 出席免除者：0名 

● メーキャップ：0名 

 

 

 

 

◆ニコニコボックスの発表(新陽一郎 委員長) 

野澤 誠治 会長 

薮下様、本日の卓話ありがとう

ございました。今後ますますの

ご活躍を。応援致しておりま

す。 

藤本 和久 幹事 

介護福祉士 薮下様、卓話ありがとうございました。 

池元 ことみ 

(有)ヘルパーステーション愛 介護福祉士 薮下佳代様、卓話

ありがとうございました。 

急に寒くなりました。御身体大切に‼ 

武藤 一彦 

こんばんは。急に肌寒くなりました。コロナも急に収束してき

たのでしょうか？ 

薮下さん、卓話ありがとうございました。社会の影響を敏感に

感じ取る子供たちが心配です。何といっても、子どもは未来だ

からです。子ども達を守るのは大人の役目です。 

中島 育子 

薮下様、卓話ありがとうございます。 

林 哲也 

薮下佳代さん、本日の卓話、楽しく聞かせていただきました。

また、飲みに行きましょう！ 

新 陽一郎 

薮下様、卓話ありがとうございます。とても勉強になりました。

ありがとうございました。 

 

本日合計 11,500円  今年度累計 260,500円 

 

 

 

 

 

 

 

 

*** 例会場でのソーシャルディスタンスに 

ついてのお願い *** 
① ロータリーソングは声を出して歌わない事 

 

② 食事の時などマスクを外した時はなるべく会話を

慎む事 

 

③ 例会場内の換気の為、出入り口の扉を閉めないで例

会を行う事 
 

安全な例会をおこなうために是非ご協力の程 

よろしくお願いいたします。 

 
 

 

 

◆ちょっと読んでみてください 
 

「人事をつくして天命を待つ」ということばがある。 

まことに 味わい深いことばである。 

私心にとらわれることなく、人としてなしうるかぎりの力を

つくして、そのうえで、静かに起こってくる事態を待つ。 

それは期待どおりのことで あるかもしれないし、期待にそ

むくことであるかもしれない。 

しかしいずれにしても、それはわが力を越えたもので あり、

人事をつくしたかぎりにおいては、うろたえず、あわてず、心

静かにその事態を迎えねばならない。 

そのなかからまた次の新しい道がひらけてくるであろう。 

こうした心境の尊さを人みなが知り、その境地をかみしめつ

つ、それぞれが、それぞれのつとめをつくしたならば、この世

の中は、もっと静かになるかもしれない。 

天命とは、これだけのことをつくしたから、これだけの結果

があたえられるという、そんな計算の成り立つものではない。 

まして、私心多くなすべき人事もつくさずに、いたずらに都

合よき成果のみを期待するは、天命を知らざることはなはだし

いといわねばなるまい。 

めまぐるしい利害の波の日々の中ではあるけれども、時にお

たがいに三省してみたいものである。 

 

松下 幸之助 〈〈道をひらく〉〉より 

 


